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秋たけなわ 

                           関山 康紀 

 記録的な長雨の 9 月から 10 月になってようやく秋らしい日が続き、まさに秋たけなわの時期で

す。そのおかげで、青少年フェスティバルや連合陸上大会は熱中症の心配がなく、参加者はそれ

ぞれ力を発揮しました。 

 「学問の秋」「スポーツの秋」など「○○の秋」は多くありますが、皆さんにとっては何の秋

でしょうか。1 つは「収穫の秋」です。夏の日差しをたっぷりと浴びて大きな果実が実るように、

運動や学習いずれにしても夏までの努力が結実する時期です。 

また、学習、運動、読書など何をするにもよい季節だということですから、エアコンの効いた部

屋で、ゲームやスマホいじりなどに時間を費やすことなく、秋らしい取組を心がけてください。 

 一方「秋の日はつるべ落とし」ともいわれ、日に日に日没時間も早まり、夜が長い季節になっ

ていきます。まずは日暮れ時、「逢魔が時」とも言われる日没頃の時間帯は見通しも悪くなり、

交通事故の恐れが高まる時間になります。是非、気をつけて早めの帰宅を心がけ、「秋の夜長」

を充実させてみてはいかがでしょうか。 

 最後に「桐一葉、落ちて天下の秋を知る」意味は小さなことから大きな変化を予想するという

意味ですが、素直に文字通りに考え、落ち葉が一枚一枚散る様子を見て秋の深まりを感じる、そ

んな感性も大切にしてください。 
 

  



 

 


